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Ｍ
Ｔ
Ａ
は
、
２
０
１
８
年

か
ら
豪
州
・
メ
ル
ボ
ル
ン
を

本
拠
地
と
し
て
活
動
す
る
医

療
・
健
康
分
野
専
門
の
非
営

利
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
ア

ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
で
、
同
分

野
の
優
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
世
界
中
の
患
者
に
届
け

る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
育
成
と
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
に
も
拠
点
を
開
設
し
、

そ
の
活
動
を
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
州
地
域
に
も
拡
大
し
、
２

０
０
以
上
の
企
業
を
支
援

し
、
２０
以
上
の
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
上
市
、
合
計
７
・
５

億
米
�
以
上
の
資
金
調
達
と

い
っ
た
実
績
に
つ
な
げ
て
い

る
。
今
後
は
日
本
・
大
阪
へ

の
拠
点
開
設
を
目
指
し
、
日

本
で
の
活
動
に
も
注
力
し
て

い
る
。

大
商
は
、
今
回
の
Ｍ
Ｔ
Ａ

と
の
連
携
協
定
締
結
を
機

に
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
持
つ
海
外
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
、
大
商
が
２０
年
以
上

に
わ
た
り
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
振
興
事
業
で
培
っ
た
国
内

外
の
医
療
機
関
や
企
業
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
優

れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
グ

ロ
ー
バ
ル
で
評
価
さ
れ
、
海

外
で
も
活
躍
す
る
医
療
・
健

康
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
育
成
へ
と
つ
な
が
る
具
体

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
発
展
さ

せ
て
い
く
。
そ
し
て
、
２
０

２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
医
療
・

健
康
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
大
阪
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

に
展
開
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
豪
州
・
メ
ル
ボ
ル
ン
を
拠
点
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
州
地
域
で
活
動

を
拡
大
す
る
医
療
・
健
康
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
支
援
組
織
「
メ
ド
テ
ッ
ク
・
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
（
Ｍ

Ｔ
Ａ
）」と
事
業
協
力
強
化
を
図
る
た
め
１５
日
、
包
括
連
携
協
定
を
大
商
で
締
結
し
た
。
大
商
の
相
良
暁
副
会
頭
と
メ

ド
テ
ッ
ク
・
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
の
バ
ズ
・
パ
ー
マ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
協
定
書
に
署
名
し
た
。

大商の鳥井信吾会頭（右）から表彰を受ける日立造船
の友岡愛子さん�８日、大商

大長寺というお寺をご存知
あみじま

ですか。大阪市都島区網島に
あったが、明治時代に東野田
に移転した寺院だ。近松門左
衛門の浄瑠璃「心中天の網島」

き の くに や

の主人公である紀伊国屋の遊
こ はる かみ や じ へ え

女・小春と紙屋治兵衛が心中
ひ

した場所であり、ふたりの比
よくづか

翼塚は寺とともに現在地へ移
り、残されている。
大長寺の跡地は、大阪を代
表する実業家藤田伝三郎氏の
邸宅となった。邸宅は本邸・
東邸・西邸に分かれ、戦後、
本邸の跡は藤田美術館と藤田
邸跡公園、東邸の跡は太閤園
（２０２１年６月に閉園）、西邸の
跡は大阪市公館（現在はザ・
ガーデンオリエンタル・大阪

として営業）となった。
藤田邸跡公園には、大阪市

の指定文化財・名勝の指定を
受けている「旧藤田邸庭園」
が残る。２０２２年のリニューア
ルに伴い藤田美術館との間の
壁が取り払われ、公園と一体
化した空間となっている。
園内には、梅、花桃、桜な

どの木が植えられ、３月下旬
には白色の花桃が終盤にな
り、ピンク色・赤色の花桃と
ユキヤナギが見頃となる。３
月末には桜が満開になり、花
桃との饗宴がみられる。
（大阪検定１級合格者

酒井裕一）

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
国

連
が
定
め
た
「
国
際
女
性
デ

ー
」
で
あ
る
３
月
８
日
に
、

「
第
２
回
活
躍
す
る
女
性
リ

ー
ダ
ー
表
彰
（
愛
称
�
ブ
ル

ー
ロ
ー
ズ
表
彰
）」の
表
彰
式

を
大
商
・
国
際
会
議
ホ
ー
ル

で
開
い
た
。
関
係
者
ら
約
１

５
０
人
が
集
う
な
か
、
３８
人

が
同
表
彰
を
受
賞
し
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

同
表
彰
は
、
今
後
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
後
進

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
表
彰
す
る
制

度
。
愛
称
は
女
性
リ
ー
ダ
ー

が
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
打
ち
破

る
こ
と
を
願
い
、
か
つ
て
実

現
不
可
能
と
さ
れ
る
も
、
日

本
企
業
が
開
発
に
成
功
し
た

青
い
バ
ラ
に
ち
な
む
。

同
表
彰
を
通
し
て
、
企
業

に
お
け
る
女
性
の
役
員
・
管

理
職
登
用
へ
の
取
り
組
み
を

促
進
す
る
と
と
も
に
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
後
押
し
す
る
の
が
ね
ら

い
。
２
０
１
６
〜
２０
年
度
に

は
、「
大
阪
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
表

彰
」
を
実
施
。
昨
年
度
か
ら

の
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
を
加

え
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
受
賞

し
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
３
１

１
人
と
な
っ
た
。

�特集�企業家の志と事績を紹介
～大阪企業家ミュージアム �
大阪企業家ミュージアムが４月２日か

ら開く特別展示「企業家たちの珠玉の名
言とゆかりの品」のほか、同ミュージア
ムの展示企業家の関連企業担当者の声な
どを紹介する。

当連載では、大阪の街の風景の中
にある魅力を訪ねて案内します。

大
阪
商
工
会
議
所
と
大
阪

信
用
金
庫
は
５
日
、「
課
題
解

決
型
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」

を
大
商
で
開
催
し
た
。
同
フ

ェ
ア
は
、
多
種
多
様
な
中
小

企
業
の
課
題
解
決
を
図
る
支

援
機
関
・
連
携
企
業
が
一
堂

に
集
結
し
て
ブ
ー
ス
を
構

え
、
経
営
課
題
を
持
つ
中
小

企
業
の
相
談
に
応
じ
る
も

の
。経

営
課
題
を
持
つ
中
小
企

業
１
６
４
社
が
参
加
し
、
海

外
進
出
や
脱
炭
素
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）、
事
業
承
継
・

Ｍ
＆
Ａ
、
人
材
雇
用
、
技
術

・
知
財
、
販
路
開
拓
な
ど
多

種
多
様
な
中
小
企
業
の
課
題

解
決
を
図
る
３８
の
支
援
機
関

・
連
携
企
業
か
ら
フ
ェ
ー
ス

・
ツ
ー
・
フ
ェ
ー
ス
で
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。開

会
式
に
は
大
阪
信
用
金

庫
の
�
井
嘉
津
義
理
事
長
と

大
商
の
�
瀬
恭
子
副
会
頭
が

出
席
。
�
瀬
副
会
頭
は
主
催

者
あ
い
さ
つ
で
、「
中
小
企
業

に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ

り
、
地
域
を
再
生
す
る
力
、

地
域
経
済
を
変
え
る
力
が
あ

る
。
中
小
企
業
の
挑
戦
や
変

革
の
力
を
引
き
出
す
に
は
支

援
機
関
・
連
携
企
業
の
伴
走

支
援
が
重
要
で
あ
る
」
と
述

べ
た
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
４

日
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
バ
ラ
カ

・
ハ
ラ
ン
・
ル
ヴ
ァ
ン
ダ
駐

日
大
使
の
来
阪
に
合
わ
せ
、

「
タ
ン
ザ
ニ
ア
経
済
セ
ミ
ナ

ー
」
を
同
国
大
使
館
と
と
も

に
大
阪
市
内
で
開
い
た
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
駐
日
大

使
、
鴻
池
一
季
・
在
大
阪
名

誉
領
事
（
大
商
名
誉
議
員
）

ら
が
出
席
。
大
商
の
黒
田
章

裕
副
会
頭
が
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
。
企
業
関
係
者
ら
約
４０

人
が
参
加
し
、
安
定
し
た
成

長
と
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善

に
向
け
た
改
革
が
続
く
同
国

の
最
新
の
経
済
状
況
や
投
資

環
境
に
聞
き
入
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
、
黒

田
副
会
頭
が
大
使
一
行
と
会

談
。
同
国
が
１
９
７
０
年
万

博
に
参
加
し
た
こ
と
や
２
０

２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
へ

の
期
待
、
大
商
が
１
９
６
９

年
に
ア
フ
リ
カ
視
察
団
を
派

遣
し
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
経
済
企

画
大
臣
と
面
談
し
た
こ
と
な

ど
が
話
題
に
上
っ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

�
開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
大
商
の
�
瀬
恭
子
副

会
頭
�
３８
の
中
小
企
業
支
援
機
関
・
連
携
企
業
が

経
営
課
題
を
持
つ
中
小
企
業
に
フ
ェ
ー
ス
・
ツ
ー

・
フ
ェ
ー
ス
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
�
５
日
、
大
商

�特集�
�日本一�明るい企業情報 �
大阪の元気な中小企業の経営のコツを

紹介する。

議員紹介・談話室 泉谷 幸児氏 �
１―３月期自社業況 プラス幅縮小 �
イタリアから新製品調達の好機 �
正副部会長・正副委員長 選任の結果�

昨今、中小企業でもサイバー攻撃の
被害が多発しており、大事なデータが
破壊され、復旧に時間や費用を要した
り、情報流出で取引先や顧客からの信
用を失ったりと、多大な被害が相次い
でいる。
大阪商工会議所が提供する「商工会

議所サイバーセキュリティお助け隊サ
ービス」は、月額６，６００円（会員料金）
で、ウイルスや不正通信をブロックす
るのみならず、相談窓口、事故が発生
した場合の駆け付け、その費用をまか
なう保険をワンパッケージで提供して
いる。
利用者からは、「気軽に導入できる価

格が決め手となり利用している。外部
への不正通信を遮断してくれるので、
取引先に被害を与えないところ、事故
が起きた際の駆け付けサービスが良
い」との声が寄せられている。
導入に向けた説明（訪問、オンライ

ン）も随時受け付けている。
詳細はホームページ（https���www.

osaka.cci.or.jp�cybersecurit
y�）に掲載。
問合せ 経営情報センター

�６９４４・６３５３

連携協定書に署名し、記念撮影に臨む大商の相良暁副会
頭（左）とメドテック・アクチュエーターのバズ・パー
マーＣＥＯ�１５日、大商

（右から）鴻池一季在大阪タンザニア名誉領事、
バラカ・ハラン・ルヴァンダ駐日タンザニア大
使、黒田章裕大商副会頭�４日、大阪市

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
産

学
医
・
産
産
連
携
に
よ
る
医

療
分
野
の
課
題
解
決
・
事
業

創
出
を
目
的
と
す
る
「
次
世

代
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
」
を
実

施
す
る
。

医
療
分
野
へ
の
貢
献
は
、

社
会
課
題
解
決
を
通
じ
た
企

業
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
医
療
従

事
者
の
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
異
業
種
か
ら
の
新
規

参
入
が
活
発
化
し
て
い
る
ほ

か
、
医
療
課
題
へ
の
取
り
組

み
は
、
企
業
の
魅
力
向
上
や

人
材
確
保
の
観
点
で
も
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
異
業

種
か
ら
の
医
療
分
野
へ
の
新

規
参
入
促
進
に
よ
る
新
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
の
た
め
、
大
商
が

全
国
に
先
駆
け
て
２
０
０
３

年
か
ら
実
施
す
る
医
療
機
器

開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
。
全
国
の
医
療
機
関
・
大

学
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

事
業
戦
略
・
法
規
制
な
ど
の

課
題
に
対
す
る
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
、
医
療
従
事
者

に
よ
る
製
品
評
価
の
機
会
提

供
、
販
路
開
拓
支
援
な
ど
、

医
療
機
器
開
発
案
件
の
創
出

か
ら
事
業
化
ま
で
を
一
貫
し

て
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
革
新
的
な
治

療
・
診
断
医
療
機
器
か
ら
、

法
規
制
対
象
外
の
医
療
現
場

な
ど
で
必
要
性
が
高
い
設
備

や
シ
ス
テ
ム
・
課
題
改
善
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
こ
れ

ま
で
に
７２
件
が
事
業
化
を
果

た
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

継
続
は
力
な
り

４０
歳
を
超
え
て
、
登
山
を

始
め
た
。
当
初
は
登
山
に
関

す
る
知
識
も
装
備
も
体
力
も

悲
惨
な
状
態
だ
っ
た
が
、「
継

続
は
力
な
り
」
と
は
よ
く
言

っ
た
も
の
で
、
続
け
て
い
る

と
、
今
夏
に
は
登
山
者
憧
れ

の
名
峰
・
槍
ヶ
岳
に
挑
戦
で

き
る
ま
で
に
な
っ
た
▼
「
継

続
は
力
な
り
」。こ
の
言
葉
は

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
も
よ
く

使
わ
れ
る
。
特
に
厳
し
い
環

境
に
置
か
れ
な
が
ら
も
成
功

を
信
じ
て
活
動
す
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
に
は
一
時
的
な
支

援
で
は
な
く
継
続
的
な
支
援

が
必
要
だ
▼
２
０
２
２
年
に

は
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成

５
か
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ

た
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支

援
に
、国
も
本
腰
を
入
れ
る
。

同
計
画
で
は
、
将
来
的
に
投

資
額
を
１０
兆
円
規
模
に
拡

大
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
（
時
価
総

額
１
０
０
０
億
円
超
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
）を
１
０
０
社
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
全
体
の
総

数
と
し
て
は
、
１０
万
社
を
創

出
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ

る
。
現
在
、
世
界
に
冠
た
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
」

を
有
す
る
米
国
で
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
投
資
額

が
３６
・
２
兆
円
に
の
ぼ
る
の

に
対
し
、
日
本
は
３
２
０
０

億
円
と
、
ま
さ
に
桁
違
い
の

差
が
開
い
て
い
る
▼
次
代
の

わ
が
国
経
済
を
担
う
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
支
援
は
今
、
何

合
目
か
。
遥
か
に
霞
む
頂
き

を
目
指
し
て
、「
継
続
」
あ
る

の
み
で
あ
る
。

（
２５
）

大商女性会
入会のお問い合わせ

総務担当�６９４４・６２１５

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

サイバー攻撃の標的はすべての企業�
今こそ対策を�

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

▼詳細は
こちら

大長寺の跡地に藤田邸、その跡地は今？

�５８�

大大
商商
、、豪豪
・・
支支
援援
組組
織織
とと
連連
携携
協協
定定

医
療
・
健
康
分
野
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

成
長
促
進
へ

フォーラム

医
療
分
野
参
入
を
支
援

案
件
創
出
か
ら
事
業
化
ま
で

活躍する女性リーダー３８人

ブルーローズ表彰を受賞

中
小
企
業
の
課
題
解
決

支
援
機
関
が
対
面
で
ア
ド
バ
イ
ス

黒田副会頭と懇談
経済セミナー盛況

駐日タンザニア大使

２０２４年（令和６年）３月２５日 月曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３５４（１）

http%EF%BD%93://www.osaka.cci.or.jp/
http://www.osaka
http://www.osaka
http://www.facebook
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この街のホームドクター

理事長　髙井嘉津義
〒542-0082　大阪市中央区島之内2-15-20

TEL 06－6772－1521（代）

表
彰
式
の
冒
頭
で
大
阪
商

工
会
議
所
の
鳥
井
信
吾
会
頭

は
、「
こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
決

し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な

く
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越

え
て
こ
ら
れ
た
と
思
う
。
後

進
の
大
き
な
励
み
と
な
り
、

女
性
活
躍
の
け
ん
引
を
期
待

す
る
」
と
祝
意
を
述
べ
た
。

（
１
面
参
照
）

長
谷
川
惠
一
選
定
委
員
長

（
大
商
人
材
育
成
委
員
長

�
エ
ー
ル
学
園
総
長
�
）
に

よ
る
総
評
を
経
て
、
鳥
井
会

頭
が
表
彰
楯
と
ブ
ル
ー
ロ
ー

ズ
に
ミ
モ
ザ
な
ど
を
あ
し
ら

っ
た
花
束
を
受
賞
者
に
贈
呈

し
た
。

�
瀬
恭
子
副
会
頭
は
「
皆

様
に
と
っ
て
、
同
じ
受
賞
者

と
い
う
仲
間
が
で
き
た
こ
と

は
財
産
。
歴
代
の
受
賞
者
も

含
め
、
輪
を
広
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
受
賞
者
に
エ
ー

ル
を
贈
っ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
、
巽
繊

維
工
業
所
の
巽
美
奈
子
取
締

役
が
「
男
も
女
も
関
係
な
い

と
仕
事
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
女
性
と
し
て
の
苦
労
や

困
難
が
あ
っ
た
。
今
回
、
実

績
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
兼

ね
備
え
た
素
晴
ら
し
い
方
々

と
と
も
に
受
賞
で
き
た
こ
と

は
今
後
の
糧
に
な
る
。
業
界

の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み
に

も
挑
戦
し
た
い
」
と
式
典
を

締
め
く
く
っ
た
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大
阪
商
工
会
議
所
は
７

日
、「
在
阪
支
社
長
・
支
店
長

と
大
阪
商
工
会
議
所
役
員
・

議
員
と
の
懇
談
会
」
を
大
阪

市
内
で
開
い
た
。
在
阪
の
支

社
長
・
支
店
長
２
０
２
人

と
、
大
商
役
員
・
議
員
３２
人

の
計
２
３
４
人
が
参
加
し

た
。同

懇
談
会
は
、
大
阪
に
支

社
・
支
店
を
置
く
会
員
を
対

象
に
、
大
阪
で
の
事
業
活
動

に
役
立
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
実
施

し
、
今
回
で
１６
回
目
を
迎
え

た
。鳥

井
信
吾
会
頭
が
開
会
あ

い
さ
つ
を
し
た
後
、
芳
井
敬

一
副
会
頭
が
「
私
の
経
営
観

２
」
と
題
し
て
講
演
し
、
経

営
者
と
し
て
の
信
条
を
語
っ

た
。参

加
者
か
ら
は
「
芳
井
副

会
頭
の
経
営
者
と
し
て
の
考

え
に
感
銘
を
受
け
た
」「
普
段

会
え
な
い
議
員
と
話
が
で

き
、
大
商
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
」「
同
じ
支
店

長
と
い
う
立
場
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
役
立
つ
情
報
交
換
が
で

き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
５
１

大商の芳井敬一副会頭の講演
に聞き入る参加者ら�７日、
大阪市

大
阪
商
工
会
議
所
に
お
き

ま
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」

災
害
義
援
金
募
金
の
結
果

は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

◇
お
預
か
り
し
た
義
援
金
額

�
１
千
１
７
２
万
円

◇
寄
贈
先
�
被
災
地
域
（
石

川
県
・
富
山
県
・
新
潟
県
・

福
井
県
）
の
商
工
会
議
所
連

合
会
お
よ
び
商
工
会
議
所

※
日
本
商
工
会
議
所
が
各
地

へ
の
寄
贈
額
を
調
整
の
上
、

送
金
い
た
し
ま
す
。

◇
使
途
�
�
被
災
事
業
者
の

事
業
再
開
�
被
災
商
工
会
議

所
の
再
建
�
観
光
回
復
等
に

係
る
事
業

【
問
合
せ
】
総
務
担
当
�
６

９
４
４
・
６
２
１
５

「
大
阪
に
赴
任
す
る
の
は

初
め
て
だ
が
、
入
社
直
後
に

配
属
さ
れ
た
の
が
精
密
化
学

品
部
で
、
取
引
先
の
日
本
精

化
さ
ん
や
、
ダ
イ
セ
ル
さ
ん

の
本
社
ば
か
り
で
な
く
兵
庫

県
な
ど
の
工
場
に
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
関
西
は
な
じ
み
深
い

と
こ
ろ
で
す
」
と
和
ん
だ
表

情
を
見
せ
る
。

化
学
品
の
合
成
に
欠
か
せ

な
い
の
が
「
圧
力
・
熱
・
触

媒
」
の
３
要
素
だ
。
人
間
関

係
も
よ
く
似
て
い
る
と
い

う
。
ほ
ど
よ
い
圧
力
（
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
）
に
熱
（
パ
ッ
シ

ョ
ン
）、人
と
人
を
結
び
つ
け

る
触
媒
（
カ
タ
リ
ス
ト
）
が

事
業
創
出
に
は
必
要
で
、
人

と
人
の
距
離
が
近
い
関
西
で

は
、
こ
れ
が
う
ま
く
作
用
し

て
い
る
と
感
じ
る
が
、
反
面

「
ヘ
タ
は
打
て
な
い
」と
も
。

商
社
と
い
う
と
、
商
流
の

中
間
で
、
金
融
支
援
な
ど
を

行
い
、
マ
ー
ジ
ン
を
得
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、

現
在
は
、
積
極
的
に
事
業
に

経
営
参
加
す
る
の
が
主
流
だ

と
い
う
。
中
で
も
、
双
日
は

「
地
域
創
生
」
に
力
を
入
れ

る
。関

西
支
社
に
は
、
地
域
事

業
開
発
課
を
設
置
、
こ
の
２

月
に
は
、
広
島
県
呉
市
、
ひ

ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
ア
イ
と

「
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け

た
包
括
連
携
協
定
」
を
結
ん

だ
。南

海
電
鉄
と
は
、
和
歌
山

県
の
地
元
で
は
売
れ
残
る
野

菜
を
大
阪
・
難
波
ま
で
貨
客

混
載
で
運
ん
で
売
り
切
る
と

い
う
案
件
に
も
挑
戦
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
は
Ｐ
Ｐ
Ａ
の

モ
デ
ル
で
再
生
エ
ネ
電
力
供

給
の
契
約
も
結
ん
だ
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
に
も

注
力
す
る
。
日
本
ハ
ム
か
ら

買
収
し
た
水
産
関
連
「
マ
リ

ン
フ
ー
ズ
」
の
セ
ー
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
は
全
員
が
女
性

で
生
活
目
線
の
提
案
が
強
み

と
な
っ
て
い
る
。
ま
す
ま
す

女
性
活
躍
の
場
は
こ
こ
関
西

で
増
え
る
と
い
う
。

座
右
の
銘
は
、
故
郷
の
高

杉
晋
作
の
生
家
の
掛
け
軸
に

あ
っ
た「
至
誠
通
天
」、
誠
を

尽
く
せ
ば
天
に
通
ず
、
そ
し

て
西
郷
隆
盛
の「
敬
天
愛
人
」

天
を
敬
い
人
を
愛
せ
よ
。
エ

ク
ハ
ル
ト
・
ト
ー
ル
氏
の

「
ザ
・
パ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
ナ

ウ
」
今
に
集
中
せ
よ
、
も
好

き
な
言
葉
だ
。

（
細
）

��ブルーローズ賞受賞者と記念撮影する大商の鳥井信吾会頭（前列中央）と長谷川惠一
選定委員長（同右）と�瀬恭子副会頭（同左）�いずれも８日、大商

荒
神

康
子
（
テ
レ
ビ
大
阪

事
業
局
・
執
行
役
員
事
業

局
長
）

石
井

小
巻
（
大
阪
公
立
大

学

事
務
局
次
長
）

石
川

由
紀
子
（
タ
カ
ラ
ベ

ル
モ
ン
ト

広
報
室
・
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）

伊
藤

曦
琳
（
コ
ミ
ッ
ク
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト

取
締
役
）

井
守

真
紀（
パ
イ
ン
開
発

部

広
報
室
室
長
）

植
田

優
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ

ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券

大
阪
支
店
総
務
管
理
部

総
務
課

部
長
代
理
）

浦
野

里
美
（
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
マ
イ
ス
タ
ー

代
表
取
締

役
）

小
川

成
子
（
西
日
本
電
信

電
話

関
西
支
店

執
行
役

員

関
西
支
店
長
）

加
島

公
世
（
フ
ラ
ワ
ー
ア

ン
ド
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ

フ
ラ
ワ
ー
ア
ン
ド
グ
リ

ー
ン
ス
タ
イ
リ
ス
ト
）

廉
岡

文（
エ
ル
ポ
ニ
エ
ン

テ

エ
ル
ポ
ニ
エ
ン
テ
ア

マ
ル
ー
ル

料
理
長
）

桐
山

朋
子
（
南
海
電
気
鉄

道

南
海
商
事

取
締
役
社

長
）

栗
栖

美
和
（
象
印
マ
ホ
ー

ビ
ン

サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）

清
水

由
加
利
（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
税

理
士
法
人

税
理
士
・
Ｃ
Ｓ

リ
ー
ダ
ー
）

巽

美
奈
子
（
巽
繊
維
工
業

所

取
締
役
）

友
岡

愛
子
（
日
立
造
船

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
室

長
）

長
尾

啓
子
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｄ

ｅ

代
表
取
締
役
社
長
）

中
川

晶
子
（
精
研

設
備

工
事
本
部

技
術
設
計
部

技
術
設
計
一
課

課
長
）

中
倉

京
美
（
日
本
生
命
保

険
相
互
会
社

サ
ー
ビ
ス
業

務
教
育
部
部
長
）

永
嶋

智
美
（
大
阪
信
用
金

庫

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部

調
査
役
）

永
田

恵
（
池
田
泉
州
銀
行

住
吉
御
影
支
店
長
）

中
畑

葉
子
（
レ
ン
ゴ
ー

国
内
関
連
事
業
本
部
管
理
部

長
代
理
）

橋
本

未
来
子
（
マ
ツ
六

開
発
本
部

開
発
企
画
部

参
事
）

濱
野

直
子
（
ハ
マ
リ
カ
ラ

ボ

代
表
取
締
役
）

平
田

英
梨
子
（
関
西
み
ら

い
銀
行

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
推
進
室

室
長
）

福
田

千
秀
（
り
そ
な
銀
行

塚
口
支
店

支
店
長
）

古
田

唯
（
キ
ャ
ト
ル
プ
ラ

ン

西
日
本

人
事
部

課

長

兼

大
阪
営
業
所

所

長
）

邊
見

倫
子
（
一
般
財
団
法

人
大
阪
男
女
い
き
い
き
財
団

課
長
代
理（
相
談
担
当
））

三
浦

泉
（
吉
井
電
機

代

表
取
締
役
）

三
木

千
春
（
大
林
組

本

社
設
計
本
部
設
計
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
部
・
担
当
部
長
）

三
島

朋
子
（
シ
ー
ダ

管

理
部
・
総
務
課
長
）

見
取

聖
子
（
マ
イ
ス
タ
ー

・
ギ
ル
ド

執
行
役
員
）

三
根

早
苗
（
パ
ワ
ー
エ
ン

ハ
ン
ス
メ
ン
ト

取
締
役
）

森
澤

和
子
（
大
阪
公
立
大

学

教
授
・
学
長
補
佐
・
女

性
研
究
者
支
援
セ
ン
タ
ー

長
）

山
岡

由
季
（
大
阪
シ
テ
ィ

信
用
金
庫

道
明
寺
支
店

支
店
長
）

山
口

潤
（
第
一
住
建
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス

常
務
取
締

役
）

山
田

有
香
（
大
林
組

大

阪
本
店
建
築
事
業
部
営
業
部

・
副
部
長
）

弓
削

亜
紀
（
有
限
責
任
あ

ず
さ
監
査
法
人

大
阪
第
２

統
轄
事
業
部
第
１
事
業
部
長

パ
ー
ト
ナ
ー
）

横
山

亜
由
美
（
積
水
ハ
ウ

ス

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
推
進
本
部

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
部

女
性
活
躍
推
進
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
）

（
敬
称
略
、
氏
名
五
十
音
順
）

大
阪
商
工
会
議
所
の
�
瀬

恭
子
副
会
頭
は
４
日
、
造
幣

局
に
よ
る
２
０
２
５
年
日
本

国
際
博
覧
会
記
念
貨
幣
（
第

二
次
発
行
）
の
打
初
め
式
に

出
席
し
た
。

記
念
貨
幣
は
千
円
銀
貨
幣

で
、
表
面
に
は
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
ミ
ャ
ク
ミ

ャ
ク
」
と
ハ
ー
ト
、
双
葉
が

描
か
れ
、
裏
面
に
は
光
を
当

て
る
角
度
で
色
が
変
化
す
る

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
。

�
瀬
副
会
頭
ら
打
初
め
者

は
貨
幣
の
製
造
開
始
ス
イ
ッ

チ
を
押
し
た
後
、
圧
印
機
か

ら
打
ち
出
さ
れ
た
記
念
貨
幣

を
ル
ー
ペ
で
確
認
し
た
。

最
後
に
�
瀬
副
会
頭
は
、

「
こ
の
記
念
貨
幣
を
き
っ
か

け
に
、
万
博
を
身
近
に
感
じ

て
く
れ
る
人
が
増
え
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

記
念
貨
幣
を
ル
ー
ペ
で
確
認
す

る
大
商
の
�
瀬
恭
子
副
会
頭

（
左
端
）
ら
�
４
日
、
大
阪
市

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西

万
博
に
出
展
す
る
オ
ラ
ン
ダ

は
５
日
、
万
博
の
会
場
と
な

る
夢
洲
で
、「
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
オ
ラ
ン
ダ
パ
ビ
リ
オ

ン
」
の
地
鎮
祭
を
行
い
、
大

阪
商
工
会
議
所
の
�
瀬
恭
子

副
会
頭
（
写
真
左
か
ら
３
人

目
）
ら
が
参
加
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
パ
ビ
リ
オ
ン
の

テ
ー
マ
は
「
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ

ン
ド
」。世
界
中
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
と
も
に
、
社
会
や
地
球

が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
積

極
的
に
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
の
重
要
性
を
訴
え
る
。
パ

ビ
リ
オ
ン
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
観

点
か
ら
、
全
て
の
材
料
が
再

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
予

定
。今

年
に
入
り
、
各
国
パ
ビ

リ
オ
ン
の
着
工
や
起
工
式
が

本
格
化
し
、
大
商
も
万
博
開

催
の
さ
ら
な
る
機
運
向
上
に

取
り
組
む
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
・
関
西
万
博
を
支
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が

始
ま
っ
て
い
る
。

活
動
内
容
は
、
万
博
会
場

内
、
主
要
駅
・
空
港
や
ま
ち

な
か
で
の
来
場
者
の
案
内
、

運
営
補
助
、
外
国
語
を
活
か

し
た
業
務
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

万
博
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

重
要
な
役
割
を
担
う
。

活
動
時
間
は
１
日
３
〜
６

時
間
程
度
、
活
動
期
間
は
２

０
２
５
年
４
月
１３
日
〜
１０
月

１３
日
の
う
ち
計
５
日
間
以

上
。
連
続
し
た
日
程
で
な
く

て
も
参
加
可
能
。
語
学
力
や

専
門
知
識
は
問
わ
な
い
。
募

集
人
数
は
約
２
万
人
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に

は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
一
式
の
ほ

か
、
活
動
日
の
交
通
費
・
食

費
相
当
が
支
給
さ
れ
る
。

企
業
向
け
の
出
張
説
明
会

も
要
望
に
応
じ
て
個
別
に
開

く
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

著
作
権
の
世
界
は
理
解
し

難
い
問
題
が
多
い
と
と
も

に
、
話
題
も
多
い
。
そ
れ
は

商
標
権
や
意
匠
権
の
よ
う
に

公
的
機
関
（
経
済
産
業
省
特

許
庁
）
が
権
利
の
発
生
（
生

殺
与
奪
）
に
関
わ
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。

昨
年
１２
月
３１
日
、
米
国
で

創
作
後
９５
年
を
経
た
の
で
著

作
権
の
期
限
切
れ
と
な
っ
た

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

著
名
な
著
作
物
「
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
」
初
代
版
は
、
日
本

に
お
い
て
も
誰
で
も
自
由
に

使
用
し
て
、
出
版
、
映
画
、

演
劇
、
芝
居
、
Ｔ
Ｖ
放
映
制

作
な
ど
で
営
業
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
著
作
権
制

度
を
含
め
た
日
本
の
法

体
系
は
複
雑
で
あ
り
、

著
作
権
切
れ
で
全
て
が

Ｏ
Ｋ
と
は
い
え
な
い
。

著
作
権
は
商
標
権
、意
匠
権
、

不
正
競
争
防
止
法
、
独
占
禁

止
法
な
ど
と
も
絡
み
合
っ
て

い
る
の
で
、
全
て
に
お
い
て

フ
リ
ー
で
あ
る
と
は
言
え
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
ミ
ッ
キ

ー
マ
ウ
ス
を
使
用
し
て
何
ら

か
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
創
作
を

試
み
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

前
述
の
法
律
と
の
抵
触
関
係

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
日
本
の
著
作
物
の

有
効
期
間
は
著
作
物
創
作
後

７０
年
（
著
作
権
法
５１
条
、
同

５２
条
）
で
あ
る
の
で
、
米
国

の
９５
年
と
比
較
し
て
単
純
に

判
断
で
き
な
い
。
創
作
者
の

死
後
７０
年
間
は
有
効
で
あ
る

（
同
５１
条
）
と
い
う
規
定
が

あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す

る
。
さ
ら
に
、
著
作
権
が
切

れ
て
も
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

と
い
う
登
録
商
標
が
１
９
３

１
年
、
１
９
７
２
年
そ
の
他

多
く
の
年
代
に
登
録
さ
れ
て

い
る
（
登
録
第
２
２
６
４
１

６
号
、
登
録
第
９
８
２
９
１

７
号
な
ど
）
の
で
要
注
意

だ
。

万
博
記
念
貨
幣
打
初
め
式

第
２
回
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰

�
瀬
副
会
頭
が
出
席

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
功
績
た
た
え
る

パビリオン地鎮祭
オランダ

�瀬副会頭が参加

万博ボランティア

通算で５日以上

▼詳細は
こちら

双
日
常
務
執
行
役
員
関
西
支
社
長

地域社会のため、積極的に投資

い
ず

た
に

こ
う

じ

泉
谷

幸
児
氏

�８２�初代ミッキーマウス、昨年末に米で著作権切れ

杉本特許事務所
所長・弁理士 杉本 勝�

著作権⑳

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

�
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
�

災
害
義
援
金
へ
の
ご
協
力
お
礼

受
賞
３８
人

芳井副会頭が講演
支社・支店会員向け懇談会

（２）２０２４年（令和６年）３月２５日 月曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３５４



当欄は大阪商工会議所に新たに入会された会員のPR
コーナーです。掲載内容の照会は、各社・団体へお願い
します。また、取引は当事者間の責任で行って下さい。

初めまして！

新入会員 で
す

研修のご案内研修のご案内研修のご案内研修のご案内研修のご案内 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。詳細はURLでご確認ください。

申込み・問合せ
https://www.osaka.cci.or.jp/event/

わかる！　できる！　かわる！　大商セミナー
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4月10、17日、5月8日は会場開催、4月23日はオンラインで開催！4月10、17日、5月8日は会場開催、4月23日はオンラインで開催！4月10、17日、5月8日は会場開催、4月23日はオンラインで開催！
新入社員ビジネスマナー１日【集中】講新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入社員ビジネスマナー１日【集中】講座

な ぜ か 伝 わ ら な い 人 の 話 し 方 改 善 講な ぜ か 伝 わ ら な い 人 の 話 し 方 改 善 講 座な ぜ か 伝 わ ら な い 人 の 話 し 方 改 善 講 座な ぜ か 伝 わ ら な い 人 の 話 し 方 改 善 講 座
話 すことが 苦 手 な 方 、自 信 が な い 方 に オス ス話 すことが 苦 手 な 方 、自 信 が な い 方 に オス スメ話 すことが 苦 手 な 方 、自 信 が な い 方 に オス スメ話 すことが 苦 手 な 方 、自 信 が な い 方 に オス スメ

労働・社会保険実務の基礎講座＜実践編・春労働・社会保険実務の基礎講座＜実践編・春＞労働・社会保険実務の基礎講座＜実践編・春＞労働・社会保険実務の基礎講座＜実践編・春＞
実際の申請用紙や書式例を用いた演習で学ぶ大人気講実際の申請用紙や書式例を用いた演習で学ぶ大人気講座実際の申請用紙や書式例を用いた演習で学ぶ大人気講座実際の申請用紙や書式例を用いた演習で学ぶ大人気講座

管理職に必要な考え方のポイント、部下指導の方法を学ぶ
管理職育成講座＜１＞自己改革編管理職育成講座＜１＞自己改革編 ＜２＞部下育成編＜２＞部下育成編管理職育成講座＜１＞自己改革編 ＜２＞部下育成編管理職育成講座＜１＞自己改革編 ＜２＞部下育成編

ブロックワークによる製造プロセスの体験で基本を学ブロックワークによる製造プロセスの体験で基本を学ぶブロックワークによる製造プロセスの体験で基本を学ぶブロックワークによる製造プロセスの体験で基本を学ぶ
製造業新入・若手社員のためのモノづくり基本講製造業新入・若手社員のためのモノづくり基本講座製造業新入・若手社員のためのモノづくり基本講座製造業新入・若手社員のためのモノづくり基本講座
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働き方改革で重要となる働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計す人事評価制度・処遇を設計する働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計する働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計する
「賃金・評価制度」の見直し・構築講「賃金・評価制度」の見直し・構築講座「賃金・評価制度」の見直し・構築講座「賃金・評価制度」の見直し・構築講座
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会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

常常
議議
員員
会会
開開
くく

大
阪
商
工
会
議
所
は
関
西
経
済
連
合
会
と
共
同
で
四
半

期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
経
営
・
経
済
動
向
調
査
」
の

結
果
を
こ
の
ほ
ど
、
発
表
し
た
。
１
〜
３
月
期
の
自
社
業

況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
（
「
上
昇
」
と
回
答
し
た
割
合
か
ら
「
下
降
」

と
回
答
し
た
割
合
を
引
い
た
指
数
）
は
３
・
５
と
、
前
回

調
査
（
１６
・
９
）
か
ら
プ
ラ
ス
を
維
持
す
る
も
そ
の
幅
は

縮
小
し
て
お
り
、
中
小
企
業
で
は
マ
イ
ナ
ス
２
・
１
で
、

２
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
。
先
行
き
は
、
プ
ラ
ス

を
推
移
す
る
見
通
し
。

１
〜
３
月
期
の
国
内
景
気

Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
は
９
・
２
と
、
前

回
調
査
（
１５
・
２
）
か
ら
プ

ラ
ス
を
維
持
す
る
も
、
そ
の

幅
は
縮
小
。
１
〜
３
月
期
の

雇
用
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
は
、
マ

イ
ナ
ス
３７
・
６
と
、
１５
期
連

続
の
不
足
超
過
と
な
っ
た
。

２
０
２
４
年
度
の
設
備
投

資
計
画
は
、
７
割
弱
（
６８
・

７
％
）
の
企
業
が
「
実
施
予

定
」
と
回
答
し
た
。
そ
の
う

ち
半
数
強
（
５１
・
０
％
）
が

２３
年
度
よ
り
も
「
増
額
」
を

予
定
。
投
資
目
的
（
複
数
回

答
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
生

産
性
向
上
・
省
力
化
・
省
人

化
」（
３７
・
３
％
）、「
設
備
の

維
持
・
補
修
」（
３６
・
１

％
）、「
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
化

促
進
」（
３５
・
７
％
）な
ど
が

上
位
と
な
っ
た
。

２４
年
の
賃
上
げ
予
定
は
、

中
小
企
業
の
７
割
強
（
７２
・

４
％
）
が
「
賃
上
げ
を
実
施

予
定
」
と
回
答
。
そ
の
う
ち

６
割
強
（
６１
・
３
％
）
が
、

「
業
績
改
善
は
な
い
が
賃
上

げ
を
実
施
」
と
回
答
し
た
。

賃
上
げ
率
は
、
未
定
を
除
く

と
、「
３
％
以
上
４
％
未
満
」

が
２
割
強
（
２１
・
１
％
）
で

最
多
と
な
っ
た
。
物
価
上
昇

率
を
上
回
る
、
賃
上
げ
率
３

％
以
上
と
回
答
し
た
企
業
は

合
計
で
４０
・
５
％
。

調
査
は
２
月
１３
〜
２７
日
、

１
５
３
４
社
を
対
象
に
行

い
、
３
５
１
社
か
ら
回
答
を

得
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大阪商工会議所は「労働・社
会保険実務の基礎講座�実践編
・春�」を開催する。
同講座では、採用から退職ま

での諸手続きや異動や変更時の
対応、各保険料の徴収事務、給
付の申請など、担当者が年間を
通じて行う業務について、最新
の法改正に即し、具体例を交え
ながら、申請用紙などを用いた

演習や実際の書式例をもとに、
実務を習得する。
講師は、升谷社労士事務所の

升谷浩樹所長。
５月９、１６日（全２回）両日

とも午後１～５時。受講料は会
員２９，３３０円、一般５２，７９０円。オ
ンライン受講可。
４月５日の�超入門編�とセ

ット受講で割引あり。

大阪商工会議所は「新入社員
ビジネスマナー１日【集中】講
座」を開催する。
社会人として一人前になるた
めには、ビジネスマナーの習得
が必要不可欠。
同講座では、１日で集中的に、
社会人としての基礎となる心構
えや、組織において求められる
役割・行動を学ぶ。
また、言葉遣い、来客応対・
訪問、電話応対などの基本マナ
ーを、演習を通じて身につけ実

践できるよう指
導する。
講師は、ビジ

ネスプラスサポ
ートの川勝愛・
人財育成プロデ
ューサー。

４月１０、１７、２３日、５月８日
（いずれか１日）各日とも午前
１０時～午後５時。
４月２３日のみオンライン開

催。受講料は、会員２５，１４０円、
一般４５，２５０円。

万
博
１
年
前
と
な
る
４

月
、大
阪
商
工
会
議
所
は「
２

０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
に

向
け
た
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
４

万
博
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
〜
大

阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン

の
魅
力
と
未
来
へ
の
発
信

〜
」
を
開
く
。

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ

オ
ン
協
力
機
関
の
日
本
抗
加

齢
協
会
、
公
益
社
団
法
人
２

０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン
、
大
阪
国

際
会
議
場
、
日
本
抗
加
齢
医

学
会
と
の
共
催
。

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ

オ
ン
で
展
開
さ
れ
る
未
来
の

ウ
エ
ル
ネ
ス
に
か
か
わ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
賛
企
業

や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が

発
信
。
大
商
の
鳥
井
信
吾
会

頭
が
開
会
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事
、

横
山
英
幸
大
阪
市
長
も
登
壇

す
る
。

４
月
２４
日
午
後
２
時
〜
４

時
５０
分
、
大
阪
国
際
会
議
場

（
大
阪
市
北
区
）
で
。
参
加

無
料
。
定
員
３
５
０
人
。
事

前
申
込
制
。

【
問
合
せ
】
産
業
部
�
６
９

４
４
・
６
４
８
４

川勝愛氏

大阪商工会議所は「管理職育
成講座�１�自己改革編�２�
部下育成編」を開催する。
�１�自己改革編では、管理

職として求められる心構えや考
え方、行動について演習を主体
に基礎から学ぶ。
�２�部下育成編では、部下

の特性を理解し、心理的安全性
を確保しながら、自立した部下
を育成するため、時流を捉えた
部下指導の方法を学ぶ。

講師は、ビジ
ョナリーソリュ
ーションズの葉
田勉代表。
�１�自己改

革編は５月１０
日、�２�部下

育成編は５月１７日、両日とも午
前１０時～午後５時。
受講料は、各講座会員２５，１４０
円、一般４５，２５０円。セット受講
で割引あり。

大
阪
商
工
会
議
所
は
４
月

１０
日
、
販
路
開
拓
お
よ
び
新

製
品
調
達
先
開
拓
支
援
事
業

「
ザ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
イ

ヤ
ー
ズ
」
の
一
環
と
し
て
、

「
イ
タ
リ
ア
・
ト
レ
ー
ド
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
の
交
流
会
・
商

談
会
」
を
開
催
す
る
。

こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お

い
て
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を

担
う
現
地
機
関
「
プ
ロ
モ
ス

・
イ
タ
リ
ア
」
と
の
連
携
に

よ
り
実
施
す
る
も
の
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
に
は
、
イ

タ
リ
ア
の
伝
統
技
術
を
使
っ

た
製
品
や
同
国
を
は
じ
め
欧

州
で
人
気
の
製
品
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
が
多
数
参
加
し
、
香

水
な
ど
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
タ
イ
ル
分
野
、
食
品
・
ワ

イ
ン
類
、
デ
ザ
イ
ン
・
家
具

類
、
美
容
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野

な
ど
多
彩
な
製
品
を
提
案
す

る
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
新
製

品
の
調
達
に
絶
好
の
機
会
。

午
後
２
〜
５
時
、大
商
で
。

参
加
無
料
。
事
前
申
込
制
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大阪商工会議所は「なぜか伝
わらない人の話し方改善講座」
を開催する。
うまく話せない、伝わらない
と人間関係は悪化し、仕事は進
まず、ストレスもたまる。
同講座では、１５年以上にわた

り、話し方・プレゼン・コミュ
ニケーションについて教え続け
るプロ講師が、伝わる話し方の
コツを演習を交えて伝授する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。
４月２６日午前

１０時３０分～午後
５時３０分、ワンストップビジネ
スセンター大阪本町（大阪市西
区）で。受講料は会員２５，１４０円、
一般４５，２５０円。

葉田勉氏

西原猛氏

大阪商工会議所は「製造業新
入・若手社員のためのモノづく
り基本講座」を開催する。
同講座では、ブロックワーク

を通じて、「設計→試作→評価→
デザインレビュー→製造」の工
程を模して課題に取り組む。
チームで問題解決にあたるこ

とで、仕事の全体像や流れがイ
メージでき、モノづくりの基本
を理解できる。
前回の受講者からは、「モノづ

くりに対する意識が高まった」

「チームで設計
・組立し、成し
遂げる大切さを
学び、完成した
時の達成感があ
った」などの声
が寄せられてい

る。
講師は、ロボライズの藤保祐

樹チーフトレーナー。
５月１５日午前１０時～午後５

時。受講料は会員２５，１４０円、一
般４５，２５０円。

大阪商工会議所は「『賃金・評
価制度』の見直し・構築講座」
を開催する。
人件費を効率的に配分しつ

つ、能力・役割・貢献度に対し
て適切に処遇できる賃金・評価
制度へ見直す企業が増えてい
る。
能力・役割基準の賃金体系へ
の移行、複線型人事制度の導入、
賃金カーブや評価の見直しな
ど、鍵となる施策を中心に様々
な事例を紹介。初めて導入する

企業や制度を再
構築する企業向
けに、自社に合
った適正な賃金
・評価制度を再
設計・運用する
上でのポイント

を解説する。
講師は、升谷社労士事務所の

升谷浩樹所長。
４月２６日午後１～５時。受講

料は会員１６，７６０円、一般３０，１７０
円。

藤保祐樹氏

北
陸
新
幹
線

金
沢
―
敦
賀

間
の
開
業
に
つ
い
て

本
日
、
つ
い
に
北
陸
新
幹

線

金
沢
―
敦
賀
間
が
開
業

を
迎
え
た
こ
と
は
、
誠
に
喜

ば
し
い
。
開
業
に
あ
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
。

北
陸
新
幹
線
は
、
東
海
道

新
幹
線
を
補
完
す
る
役
割
を

担
い
、
災
害
に
強
い
国
土
の

形
成
に
確
か
に
必
要
で
あ
る

と
同
時
に
、
伝
統
的
に
繋
が

り
の
あ
る
北
陸
と
関
西
の
結

び
つ
き
を
よ
り
一
層
強
く

し
、
経
済
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
一
大
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
残
る
未
着
工

区
間
で
あ
る
敦
賀
―
大
阪
間

を
早
期
に
整
備
し
、
大
阪
・

北
陸
・
東
京
を
直
結
す
る
こ

と
で
、
本
来
の
整
備
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
と
し
て

も
、
敦
賀
延
伸
を
契
機
に
、

商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
て
能
登
半
島
地

震
か
ら
の
復
興
を
後
押
し
す

る
と
と
も
に
、
関
西
・
北
陸

の
自
治
体
や
経
済
界
と
連
携

し
て
、
一
日
も
早
い
全
線
開

業
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
１６
日
）

升谷浩樹氏

▼詳細は
こちら

�製造業新入・若手社員のため
の仕事の基本講座
大阪商工会議所は「製造業新入

・若手社員のための仕事の基本講

座」を開催する。
製造業は、わが国の経済を支え

るとともに、各業種に貢献する重
要な産業。しかし、その生産現場
では人手不足になっている会社も

多く、特に若者の定着は大きな課
題となっている。
同講座では、これから製造業で

働く新入・若手社員を対象に、製
造業に従事する者としての「やり
がい」や「仕事の基本」「心構え」
を座学だけではなく、アクティブ
ラーニングを通して習得し、業務
に活かせる知識や意欲の向上を図
る。

同講座のモノづくり編として、
組み立てブロックのグループ演習
で製造プロセスを体験し、基本を
学ぶ講座も５月１５日に別途実施す
る。セット受講で割引あり。
日 時 ４月１１日１０：００～１７：００
講 師 ロボライズの中谷光男チ

ーフコンサルタント
受講料 会員２５，１４０円

一般４５，２５０円

大
阪
商
工
会
議
所
は
現

在
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
の

生
命
共
済
制
度
へ
の
新
規
加

入
事
業
所
を
募
集
し
て
い

る
。４

月
に
５０
周
年
を
迎
え
る

同
制
度
は
、
従
業
員
の
生
活

を
保
障
し
、
事
業
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
災

害
保
障
特
約
付
団
体
定
期
保

険
。
死
亡
、
高
度
障
害
の
ほ

か
、
不
慮
の
事
故
を
原
因
と

す
る
障
害
や
入
院
な
ど
も
保

障
さ
れ
、
従
業
員
の
死
亡
退

職
金
や
弔
慰
金
の
支
給
だ
け

で
な
く
、
法
定
外
労
災
補
償

と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
特
色

を
備
え
て
い
る
。


割
安
な

掛
金
で
大
き
な
保
障
�
業
務

中
・
業
務
外
を
問
わ
ず
２４
時

間
の
保
障
�
診
査
な
し
、
簡

単
な
手
続
き
で
加
入
可


１

年
ご
と
に
収
支
計
算
を
行

い
、
剰
余
金
が
生
じ
た
と
き

は
一
定
の
基
準
に
よ
り
配
当

金
と
し
て
掛
金
の
一
部
を
返

戻
（
２２
年
度
配
当
率
は
約
３１

・
７２
％
）
�
掛
金
は
損
金
ま

た
は
必
要
経
費
に
算
入
可
。

【
問
合
せ
】
共
済
事
業
室
�

６
９
４
４
・
６
３
５
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
１５

日
、
第
５
回
常
議
員
会
を
開

き
、


理
事
の
選
任
の
同
意

�
参
与
の
委
嘱
の
承
認
�
会

員
加
入


２
０
２
４
年
度
事

業
計
画
（
案
）
�
２
０
２
４

年
度
収
支
予
算
（
案
）
�
医

療
・
健
康
分
野
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
支
援
組
織
「
メ
ド
テ
ッ

ク
・
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
」

と
の
連
携
協
定
締
結
�
委
員

会
委
員
委
嘱
の
承
認
�
�
に

つ
い
て
審
議
し
、了
承
し
た
。

ま
た
、


２
号
議
員
の
補

欠
選
任
�
正
副
部
会
長
・
委

員
長
の
選
任
�
大
商
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
進

捗
状
況


「
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
」
災
害
義
援
金
募

金
�
大
阪
府
中
小
企
業
活
性

化
協
議
会
な
ら
び
に
大
阪
府

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
の
状
況
�
ア
セ
ア
ン

各
国
へ
の
訪
問
結
果
�
Ｇ
７

貿
易
大
臣
会
合
大
阪
・
堺
推

進
協
力
協
議
会

事
業
費
残

余
金
及
び
寄
附
余
剰
金
の
取

り
扱
い
�
大
阪
・
関
西
万
博

の
進
捗
状
況
及
び
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
�
�
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会

員
数
は
、
法
人
２
万
２
８
５

５
、
団
体
９
９
７
、
個
人
８

５
７
４
の
合
計
３
万
２
４
２

６
と
な
っ
た
。

◆
２
号
議
員
の
選
任

◎
建
設
・
建
材
部
会
（
３
月

１
日
）
土
井
義
宏
・
き
ん
で

ん
代
表
取
締
役
会
長

�「使える」契約書を作成します

行政書士すぎやん事務所
�０６・６７１１・０７７８

企業法務部での実務経験が豊富な行政
書士が、イザというときに役立つオリジ
ナルの契約書を作成します。売買、業務
委託、賃貸借、ライセンス、さらには英
文の契約書まで、あらゆる種類の契約書
に対応できます。初回お問い合わせは無
料です。お気軽にお電話を�

�資産運用のセカンドオピニオン

�アンバー・アセット・マネジメント
�０８０・４７３８・３２５７（大阪支社担当）

�今の運用に満足していますか？�
資産運用で損をする本当の理由と賢い
選び方をお伝えします。
お困りの方はQ

Rコードから資料
請求をどうぞ。

１̶３月期

割安な掛金で
大きな保障

自
社
業
況
、プ
ラ
ス
幅
が
縮
小

生命共済

中
小
は
２
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス

未来社会デザインシンポ
万博１年前イベント

４月２４日

資料請求YouTube

イ
タ
リ
ア
か
ら
新
製
品
調
達
の
好
機

２０２４年（令和６年）３月２５日 月曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３５４（３）

https://www.osaka.cci.or.jp/event/
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▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら
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�

日商検定試験

日商ネット試験
日商ネット試験担当　☎03・6402・6154

▼詳細は
こちら

検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

大
阪
商
工
会
議
所
で
は
現

在
、
部
会
の
正
副
部
会
長
と

常
任
・
専
門
委
員
会
の
正
副

委
員
長
の
選
任
が
行
わ
れ
て

い
る
。
２
月
２２
日
〜
３
月
５

日
に
決
ま
っ
た
正
副
部
会
長

・
委
員
長
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
・
氏
名
五
十
音
順
）

【
部
会
】

◎
食
料
部
会
（
２
月
２２
日
）

部
会
長
�
山
本
博
史
（
小

倉
屋
山
本
代
表
取
締
役
社

長
）、副
部
会
長
�
安
藤
宏
基

（
日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
・
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）、
池
上
淳
子（
小
倉
屋

代
表
取
締
役
副
社
長
）、江
崎

勝
久
（
江
崎
グ
リ
コ
代
表
取

締
役
会
長
）、
岡
本
均（
伊
藤

忠
食
品
代
表
取
締
役
社
長
・

社
長
執
行
役
員
）、小
儀
俊
光

（
心
斎
橋
ミ
ツ
ヤ
代
表
取
締

役
会
長
）、
荻
原
奨（
三
和
実

業
代
表
取
締
役
社
長
）、河
内

幸
枝（
マ
ロ
ニ
ー
会
長
）、
佐

伯
保
信
（
大
起
水
産
代
表
取

締
役
会
長
）、
原
田
太
七
郎

（
千
鳥
屋
宗
家
代
表
取
締
役

会
長
）、
藤
尾
政
弘（
フ
ジ
オ

フ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
本
社
代
表

取
締
役
社
長
）、
椋
本
充
士

（
一
般
社
団
法
人
大
阪
外
食

産
業
協
会
理
事
）

◎
マ
テ
リ
ア
ル
部
会

（
２
月
２６
日
）

部
会
長
�
松
本
將
（
マ
ツ

六
代
表
取
締
役
社
長
）、副
部

会
長
�
扇
谷
廸
宏
（
扇
谷
代

表
取
締
役
社
長
）、笠
谷
昌
宏

（
カ
サ
タ
ニ
代
表
取
締
役
社

長
）、
田
渕
宏
政（
タ
ブ
チ
代

表
取
締
役
社
長
）、古
川
弘
成

（
阪
和
興
業
相
談
役
）、
渡
辺

岳
夫
（
タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
代
表
取
締
役
社
長
）

◎
運
輸
部
会
（
２
月
２６
日
）

部
会
長
�
坂
本
克
己
（
大

阪
運
輸
倉
庫
代
表
取
締
役
会

長
）、副
部
会
長
�
遠
北
光
彦

（
南
海
電
気
鉄
道
代
表
取
締

役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、加
藤
好

文
（
京
阪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
代
表
取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

取
締
役
会
議
長
）、河
井
英

明
（
大
阪
市
高
速
電
気
軌
道

代
表
取
締
役
社
長
）、北
村
豪

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
執
行
役
員
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
本
部
西
日
本
エ
リ

ア
広
域
代
表
）、
鴻
池
忠
彦

（
鴻
池
運
輸
代
表
取
締
役
会

長
兼
社
長
執
行
役
員
）、秦
雅

夫
（
阪
神
電
気
鉄
道
代
表
取

締
役
・
取
締
役
会
長
）、�
和

夫（
阪
急
電
鉄
会
長
）、
種
村

守
之
（
全
日
本
空
輸
大
阪
支

店
長
）、
長
谷
川
一
明（
西
日

本
旅
客
鉄
道
代
表
取
締
役
社

長
）、
古
谷
裕
子（
北
港
運
輸

代
表
取
締
役
社
長
）、松
岡
眞

（
櫻
島
埠
頭
代
表
取
締
役
社

長
）、
宮
坂
久
美
子（
日
本
航

空
執
行
役
員

西
日
本
支
社

長
）、
吉
田
光
市（
阪
神
高
速

道
路
代
表
取
締
役
社
長
）、米

田
昭
正
（
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締

役
社
長
）

◎
サ
ー
ビ
ス
産
業
部
会

（
２
月
２６
日
）

部
会
長
�
南
昭
彦
（
コ
ス

モ
建
物
管
理
代
表
取
締
役
社

長
）、副
部
会
長
�
蔭
山
秀
一

（
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
取
締
役

会
長
）、
小
谷
泰
造（
イ
ン
タ

ー
グ
ル
ー
プ
名
誉
会
長
）、酒

井
朋
久
（
サ
ン
ト
リ
ー
興
産

代
表
取
締
役
会
長
）、白
山
�

（
白
山
殖
産
取
締
役
社
長
）、

高
橋
豊
典
（
オ
リ
ッ
ク
ス
執

行
役

グ
ル
ー
プ
関
西
代

表
）、
武
村
泰
太
郎（
一
般
社

団
法
人
大
阪
土
地
協
会
理
事

・
相
談
役
）、
土
高
壮
介（
近

電
商
事
取
締
役
社
長
）、西
村

�
至
（
近
鉄
・
都
ホ
テ
ル
ズ

代
表
取
締
役
社
長
）、野
村
卓

也
（
ス
ー
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
社
長
）、長
谷

川
惠
一
（
学
校
法
人
エ
ー
ル

学
園
総
長
）、
平
野
賀
久（
大

阪
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
代
表
取

締
役
社
長
）、
深
井
喜
久（
双

葉
商
事
代
表
取
締
役
社

長
）、
福
島
伸
一（
公
益
財
団

法
人
大
阪
観
光
局
会
長
）、村

山
卓
（
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
ェ

イ
執
行
役
員
副
社
長

Ｃ
Ｍ

Ｏ
）、
山
本
秀
策（
弁
護
士
法

人
山
本
特
許
法
律
事
務
所
弁

理
士
）、
山
谷
佳
之（
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

◎
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

（
２
月
２７
日
）

部
会
長
�
黒
川
明
（
参
天

製
薬
代
表
取
締
役
会
長
）、副

部
会
長
�
稲
田
浩
二
（
関
西

電
力
取
締
役

代
表
執
行
役

副
社
長
）、
井
上
富
夫（
か
ん

で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
代

表
取
締
役
会
長
）、岩
田
圭
一

（
住
友
化
学
代
表
取
締
役
社

長
）、
上
野
裕
明（
田
辺
三
菱

製
薬
代
表
取
締
役
）、上
羽
尚

登
（
岩
谷
瓦
斯
代
表
取
締
役

社
長
）、
上
山
直
英（
大
日
本

除
虫
菊
代
表
取
締
役
社

長
）、
�
下
貞
二（
積
水
化
学

工
業
取
締
役
会
長
）、鴻
野
友

次
郎
（
大
阪
府
石
油
商
業
組

合
理
事
長
）、
武
内
敬（
大
阪

ガ
ス
顧
問
）、
手
代
木
功（
塩

野
義
製
薬
代
表
取
締
役
会
長

兼
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、冨
永
英
樹

（
関
西
化
学
工
業
協
会
常
務

理
事

事
務
局
長
）、豊
田
喜

久
夫
（
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

代
表
取
締
役
会
長
）、西
村
元

延
（
マ
ン
ダ
ム
代
表
取
締
役

会
長
）、
野
村
博（
住
友
フ
ァ

ー
マ
代
表
取
締
役
社
長
）、牧

野
明
次
（
岩
谷
産
業
代
表
取

締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、山
田

邦
雄
（
ロ
ー
ト
製
薬
代
表
取

締
役
会
長
）、
横
田
�（
コ
ニ

シ
代
表
取
締
役
会
長
）

◎
貿
易
部
会
（
２
月
２７
日
）

部
会
長
�
吉
田
伸
弘
（
住

友
商
事
常
務
執
行
役
員
国

内
担
当
役
員

関
西
支
社

長
）、副
部
会
長
�
朝
倉
研
二

（
長
瀬
産
業
代
表
取
締
役
会

長
）、
泉
谷
幸
児（
双
日
常
務

執
行
役
員

関
西
支
社

長
）、
稲
畑
勝
太
郎（
稲
畑
産

業
代
表
取
締
役
社
長
）、今
井

雅
啓
（
伊
藤
忠
商
事
専
務
理

事
）、
今
村
健
二（
一
般
財
団

法
人
日
中
経
済
協
会
関
西
本

部
事
務
局
長
）、久
保
河
内
信

雄（
西
澤
取
締
役
）、
先
�
一

夫
（
蝶
理
代
表
取
締
役
社

長
）、
肌
勢
宜
記（
ダ
イ
ド
ー

ハ
ン
ト
代
表
取
締
役
）、舩
山

徹
（
三
菱
商
事
執
行
役
員

関
西
支
社
長
）、
堀
晋
一（
三

井
物
産
常
務
執
行
役
員
関
西

支
社
長
）、
八
木
雄
三（
八
木

通
商
代
表
取
締
役
社
長
）

◎
金
融
部
会
（
２
月
２７
日
）

部
会
長
�
�
井
嘉
津
義

（
大
阪
信
用
金
庫
理
事
長
）、

副
部
会
長
�
赤
木
匡
（
三
井

住
友
海
上
火
災
保
険
常
務
執

行
役
員
）、
岡
本
安
明（
岡
安

商
事
会
長
）、
角
元
敬
治（
三

井
住
友
銀
行
取
締
役
副
会

長
）、
河
村
正
雄（
大
阪
シ
テ

ィ
信
用
金
庫
特
別
顧
問
）、菅

哲
哉
（
関
西
み
ら
い
銀
行
取

締
役
会
長
）、
工
藤
稔（
大
同

生
命
保
険
代
表
取
締
役
会

長
）、
小
林
利
典（
大
阪
中
小

企
業
投
資
育
成
代
表
取
締
役

社
長
）、
園
潔（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
特
別
顧
問
）、筒
井
義
信

（
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

代
表
取
締
役
会
長
）、常
陰
均

（
三
井
住
友
信
託
銀
行
特
別

顧
問
）、
横
山
隆
介（
大
阪
取

引
所
代
表
取
締
役
社
長
）

◎
情
報
・
通
信
部
会

（
２
月
２８
日
）

部
会
長
�
齋
藤
武
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
常
務
執
行
役
員

関
西
支
社
長

東
海
・
北
陸

・
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）、副

部
会
長
�
石
金
正
己
（
日
本

ビ
ジ
ネ
ス
開
発
代
表
取
締
役

社
長
）、
江
口
高
介（
Ｋ
Ｄ
Ｄ

�
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

関
西
総
支
社
長
）、小
笠
原
通

晴
（
Ｅ
・
Ｃ
・
Ｒ
代
表
取
締

役
）、
熊
谷
克
彦
（
大
広
顧

問
）、
瀬
戸
口
哲
夫（
オ
ー
ジ

ス
総
研
取
締
役
会
長
）、�
畠

宏
一
（
ミ
ラ
イ
ト
・
ワ
ン
相

談
役
）、
長
尾
和
彦（
伊
藤
忠

テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

執
行
役
員

西
日
本
支
社

長
）、
林
理
恵（
日
本
放
送
協

会
専
務
理
事

大
阪
放
送
局

長
）、
早
嶋
茂（
旭
屋
書
店
相

談
役
）、
丸
谷
浩
史（
日
本
経

済
新
聞
社
常
務
執
行
役
員

大
阪
本
社
代
表
）、山
田
邦
裕

（
テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本
代
表

取
締
役
社
長
）

◎
機
械
部
会
（
２
月
２９
日
）

部
会
長
�
岩
波
清
久
（
日

本
ピ
ラ
ー
工
業
代
表
取
締
役

会
長
）、副
部
会
長
�
有
光
幸

紀
（
有
光
工
業
取
締
役
会

長
）、
石
田
雅
昭（
エ
ス
ペ
ッ

ク
代
表
取
締
役
社
長
）、小
川

洋
史
（
フ
ジ
キ
ン
特
別
顧

問
）、
久
禮
哲
郎（
学
校
法
人

常
翔
学
園
経
営
特
別
顧

問
）、
寺
内
俊
太
郎（
大
阪
冶

金
興
業
代
表
取
締
役
社

長
）、
十
川
敬
二（
十
川
ゴ
ム

相
談
役
）、
中
西
竜
雄（
中
西

金
属
工
業
代
表
取
締
役
社

長
）、
原
田
耕
太
郎（
酉
島
製

作
所
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）、
宮
川
恭
一（
レ
ッ
キ
ス

工
業
取
締
役
相
談
役
）、吉
川

秀
�
（
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）

◎
建
設
・
建
材
部
会

（
３
月
１
日
）

部
会
長
�
錢
高
久
善
（
錢

高
組
代
表
取
締
役
社
長
）、副

部
会
長
�
浅
沼
誠
（
淺
沼
組

代
表
取
締
役
社
長
）、奥
村
太

加
典
（
奥
村
組
代
表
取
締
役

社
長
）、
片
岡
正
憲（
日
本
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
代
表

取
締
役
社
長
）、北
村
仁
一
郎

（
関
電
プ
ラ
ン
ト
代
表
取
締

役
社
長
）、
北
村
広
外
志（
ダ

イ
ダ
ン
常
務
執
行
役
員

西

日
本
事
業
部
長
兼
大
阪
本
社

代
表
）、
指
田
孝
太
郎（
一
般

社
団
法
人
日
本
建
築
協
会
会

長
）、
竹
中
統
一（
竹
中
工
務

店
取
締
役
名
誉
会
長
）、津
田

潮
（
津
田
産
業
代
表
取
締
役

社
長
）、
土
井
義
宏（
き
ん
で

ん
代
表
取
締
役
会
長
）、渡
津

弘
己
（
鴻
池
組
代
表
取
締
役

社
長
）

【
委
員
会
】

◎
人
材
育
成
委
員
会

（
２
月
２７
日
）

委
員
長
�
長
谷
川
惠
一

（
学
校
法
人
エ
ー
ル
学
園
総

長
）、副
委
員
長
�
市
川
典
男

（
象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
代
表
取

締
役

社
長
執
行
役
員
）、浦

久
保
康
裕
（
大
阪
府
印
刷
工

業
組
合
理
事
長
）、河
内
幸
枝

（
マ
ロ
ニ
ー
会
長
）、
古
谷
裕

子
（
北
港
運
輸
代
表
取
締
役

社
長
）、
南
昭
彦（
コ
ス
モ
建

物
管
理
代
表
取
締
役
社

長
）、
宮
本
又
郎（
大
阪
大
学

名
誉
教
授
）

◎
税
制
委
員
会（

２
月
２８
日
）

委
員
長
�
西
村
貞
一
（
サ

ク
ラ
ク
レ
パ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社

長
）、
副
委
員
長
�
菅
哲
哉

（
関
西
み
ら
い
銀
行
取
締
役

会
長
）、
工
藤
稔（
大
同
生
命

保
険
代
表
取
締
役
会
長
）、酒

井
朋
久
（
サ
ン
ト
リ
ー
興
産

代
表
取
締
役
会
長
）、坂
本
克

己
（
大
阪
運
輸
倉
庫
代
表
取

締
役
会
長
）、
�
橋
知
史（
大

阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫
理
事

長
）、
寺
内
俊
太
郎（
大
阪
冶

金
興
業
代
表
取
締
役
社

長
）、
林
宜
嗣（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
研

究
所
代
表
取
締
役
）、渡
津
弘

己
（
鴻
池
組
代
表
取
締
役
社

長
）

◎
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

（
２
月
２９
日
）

委
員
長
�
冨
田
稔
（
丸
紅

執
行
役
員

大
阪
支
社

長
）、副
委
員
長
�
泉
谷
幸
児

（
双
日
常
務
執
行
役
員

関

西
支
社
長
）、
伊
藤
紀
忠（
大

洋
代
表
取
締
役
社
長
）、稲
畑

勝
太
郎
（
稲
畑
産
業
代
表
取

締
役
社
長
）、
今
井
雅
啓（
伊

藤
忠
商
事
専
務
理
事
）、鈴
木

俊
行
（
国
際
協
力
銀
行
執
行

役
員
・
大
阪
支
店
長
）、西
村

元
延
（
マ
ン
ダ
ム
代
表
取
締

役
会
長
）、
古
川
弘
成（
阪
和

興
業
相
談
役
）、
堀
晋
一（
三

井
物
産
常
務
執
行
役
員
関
西

支
社
長
）、
村
橋
靖
之（
独
立

行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機

構
大
阪
本
部
長
）、山
谷
佳
之

（
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
代
表
取

締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、吉
川
秀

�
（
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
代

表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）、吉

田
伸
弘
（
住
友
商
事
常
務
執

行
役
員

国
内
担
当
役
員

関
西
支
社
長
）

◎
企
画
広
報
委
員
会

（
３
月
４
日
）

委
員
長
�
鳥
井
信
吾
（
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
代
表
取
締
役
副
会
長
）、副

委
員
長
�
有
光
幸
紀
（
有
光

工
業
取
締
役
会
長
）、更
家
悠

介
（
サ
ラ
ヤ
代
表
取
締
役
社

長
）、
山
本
博
史（
小
倉
屋
山

本
代
表
取
締
役
社
長
）

◎
財
務
委
員
会（

３
月
４
日
）

委
員
長
�
石
金
正
己
（
日

本
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
代
表
取
締

役
社
長
）、副
委
員
長
�
河
内

幸
枝（
マ
ロ
ニ
ー
会
長
）、
�

井
嘉
津
義
（
大
阪
信
用
金
庫

理
事
長
）、
宮
川
恭
一（
レ
ッ

キ
ス
工
業
取
締
役
相
談
役
）

◎
流
通
活
性
化
委
員
会

（
３
月
５
日
）

委
員
長
�
山
本
博
史
（
小

倉
屋
山
本
代
表
取
締
役
社

長
）、副
委
員
長
�
石
原
武
政

（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教

授
）、
植
本
勇（
小
泉
代
表
取

締
役
会
長
）、
大
西
寛（
大
西

代
表
取
締
役
社
長
）、小
儀
俊

光
（
心
斎
橋
ミ
ツ
ヤ
代
表
取

締
役
会
長
）、
佐
伯
保
信（
大

起
水
産
代
表
取
締
役
会

長
）、
早
嶋
茂（
旭
屋
書
店
相

談
役
）、
樋
口
信
治（
ヒ
グ
チ

産
業
顧
問
）

◆２０２４年度「技術・事業開発研究
会」
先進的な研究・開発活動・技術

を核にした製品開発の成功事例・
新規事業の進め方・イノベーショ
ン人材や若手・女性など多様な人
材を育成する工夫などを学ぶ研究
会。２４年度は、年間１０回の例会と
企業の研究所見学会、参加者同士
の交流会を予定している。
上半期は、建設機械・化学・繊

維メーカーのイノベーション戦略
や組織マネジメント・人材育成な
どをテーマとして取り上げる。下
半期は、研究会登録メンバーの意
見も踏まえ、業界を問わず講師を
選定する。
例会は原則、午後３時３０分～５
時、大商会場とオンライン配信の
同時開催。年会費は会員８９，０００円、
一般１３６，２００円。２４年度からは１社
につき各回２人まで受講
が可能。
問合せ 産業・技術振興

担当
�６９４４・６３００

◆２０２４年度「環境・エネルギービ
ジネス研究会」
２０５０年のカーボンニュートラル
達成に向けて国内外とも目まぐる
しく動く中、同研究会は脱炭素分
野の先進企業や第一線で活躍する
有識者などを招いて、講演会を５
回、工場見学会を１回実施する。
自然エネルギーの爆発的な普及

を目指すパワーエックス創業者の
伊藤正裕氏が出講するほか、二酸
化炭素（ＣＯ２）やアンモニアなど
自然冷媒の活用で高い技術を持つ
日本熱源システムの工業見学など
も行う。参加者からは、「報道など
ではわからない実態を知ることが
できた」「他社のグリーン戦略を直
に聞くことができ、大変勉強にな
った」など毎年好評を得ている。
例会は原則、午後３～５時、大商

で。年会費は会員６０，０００
円、一般１２０，０００円。
問合せ 産業・技術振興

担当
�６９４４・６３００

検検定定試試験験情情報報

◆日商簿記検定１～３級（全国統
一試験）
経営活動を記録・計算・整理し

て経営成績と財政状態を明らかに
する技能を身につける。
試験日 ６月９日
申込み クレジットカード決済は

４月２２日～５月７日、コ
ンビニ店頭決済は４月２２
日～５月２日

受験料 １級８，８００円
２級５，５００円
３級３，３００円

問合せ 検定担当
�６９４４・６４３０

ＰＣスクールや教育機
関などの試験会場で随時
受験可能。インターネッ
トで試験の施行から採
点、合否判定までを行う。
試験日・申し込みは随時（一部指

定日あり）。試験会場によって異な
る。受験料はすべて４月以降のも
の。
◆リテールマーケティング（販売
士）検定
マーケティング知識を活かした

販売促進企画の立案や売場づく
り、接客の技術、在庫管理など実
践的な専門知識を身につける。大
阪市内のテストセンターなどで随
時受験可能。
受験料 １級８，８００円

２級６，６００円
３級４，４００円

問合せ ＣＢＴＳ受験サポートセ
ンター�０３・５２０９・０５５３

◆日商簿記２、３級
年３回（６月、１１月、２月）の

統一試験日にペーパーで行う従来
の試験方式（統一試験方式）に加
えて、２級と３級は随時施行が可
能なネット試験を実施している。
申し込みから合格証取得まですべ
てインターネットで行う。大阪市
内のテストセンターかネット試験
認定機関で受験可能。
受験料 ２級５,５００円

３級３,３００円
◆日商簿記初級・日商原価計算初
級
経営管理能力を身につけるため

に簿記は必須の知識。
「簿記初級」は簿記の基本用語

や複式簿記の仕組みを理解し、業
務に利活用する能力を判定する。
「原価計算初級」は原価計算の基
本用語や原価と利益の関係を分析
・理解し、業務に利活用する能力
を判定。
受験料 いずれも２,２００円
◆日商ＰＣ検定
企業実務における文書作成や表

計算ソフトなどのアプリケーショ
ンソフトの利活用能力、ＩＴの利
活用に資する知識・スキルを判定
する。
試験の種類は「文書作成」「デー

タ活用」「プレゼン資料作成（基礎
級設定なし）」。
受験料 １級１１，０００円

２級 ７，７００円
３級 ５，５００円
Basic（基礎級）４，４００円

◆電子会計実務検定
簿記の理論・知識をもとに、会

計ソフトから得られる会計情報を
分析・活用し、経営に役立てる能
力を判定する。試験には会計ソフ
トを使用。２０２４年度の１級試験は
休止。
受験料 ２級 ７，７００円

３級 ４，４００円
◆日商ビジネス英語検定
スピーキング・リスニングを導

入し、実際のビジネスシーン（電

話応対・会議・交渉・接遇など）
におけるコミュニケーションツー
ルとしての英語力を判定。インタ
ーネット経由で試験を行うＩＢＴ
方式（受験者が所有するパソコン
やタブレットを使用した自宅な
ど）での受験。
２０２４年度の試験施行日は７月７
日、１１月１０日、来年３月２日。
受験料 ６，６００円（得点でレベルを

判定）
◆日商プログラミング検定
情報技術の基盤となるプログラ

ミングスキルに４つのレベルを設
定して能力を問う。
試験内容はプログラミングに関

するものに限定。
受験料 EXPERT 6,600円

STANDARD 5,500円
BASIC 4,400円
ENTRY 3,300円

◆４月開講 日商簿記２級講座
�本町教室�
◎月・木コース
日 時 ４月８日～７月２９日（全

２６回）１８：３０～２１：００
◎土曜コース
日 時 ４月１３日～７月２７日（全

１３回）１０：００～１６：００（休
憩あり）

場 所 ミライフ本町教室（大阪
市中央区）

受講料 両コースとも会員・学生
５７，２００円、一般６８，２００円

大阪商工会議所は、２０２４年度
「法律懇話会」を４月に開講す
る。
同講座では、会社法を中心に

株主総会実務や金融商品取引
法、労働問題、ＡＩ（人工知能）
活用の法的課題など最新の法務
テーマを取り上げ、学会・法曹
界の第一人者が、法解釈や実務
上の留意点、最新の判例動向な
どを解説する。毎年、多数の企
業法関係者が参加している。

今年度は新たに、企業法実務
をテーマとした参加者間の情報
交換会を年数回実施する。
年間１６講座、原則、午後２～

４時。完全オンライン、または
大商とオンラインのハイブリッ
ド形式で実施する。
年会費は会員１社あ

たり８８，０００円、一般同
１３８，６００円。
問合せ 企画広報室

�６９４４・６３０４

◆
令
和
６
年
度
雇
用
保
険
料
率

の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
の

雇
用
保
険
料
率
は
以
下
の
と
お

り
（
令
和
５
年
度
と
同
率
）
で

す
。
�
失
業
等
給
付
等
の
保
険

料
率
は
、
労
働
者
負
担
・
事
業

主
負
担
と
も
に
６
／
１
０
０
０

（
農
林
水
産
・
清
酒
製
造
の
事

業
及
び
建
設
の
事
業
は
７
／
１

０
０
０
）
	
雇
用
保
険
二
事
業

の
保
険
料
率
（
事
業
主
の
み
負

担
）
も
、
引
き
続
き
３
・
５
／

１
０
０
０
（
建
設
の
事
業
は
４

・
５
／
１
０

０
０
）
◎
大

阪
労
働
局

◆
協
会
け
ん
ぽ
大
阪
支
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
の

健
康
保
険
料
率
は
１０
・
３４
％
、

介
護
保
険
料
率
は
１
・
６０
％
に

な
り
ま
す
。
◎
協
会
け
ん
ぽ
大

阪
支
部
�
７

７
１
１
・
４

３
０
０

◆
資
産
形
成
・
新
し
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を

派
遣
し
ま
す

近
畿
財
務
局

は
、
専
門
講
師
を
派
遣
し
、
資

産
形
成
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、
新

し
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
す
る
。
所
要
時
間

は
６０
〜
９０
分
。
対
面
ま
た
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
。
◎
近
畿
財
務
局

金
融
総
括
課

�
６
９
４
９

・
６
５
２
１

◆
大
阪
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら

せ

厚
生
労
働
省
は
「
労
働
安

全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
施
行
等
（
化
学
物

質
等
に
係
る
表
示
及
び
文
書
交

付
制
度
の
改
善
関
係
）
に
係
る

留
意
事
項
に
つ
い
て
」
を
改
正

し
た
。
◎

大
阪
労
働

局

正
副
部
会
長
・
委
員
長

選
任
の
結
果

最新の法務テーマ解説
新たに情報交換会も

▼詳細は
こちら

検定試験の最新
情報はこちらから

２２００２２４４年年度度��法法律律懇懇話話会会��
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大大商商ののががんんばばるる会会員員ささんんをを紹紹介介ししまますす！！

２
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
「
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春

２
０
２
４
」
に
大
阪
商
工
会

議
所
会
員
の
菓
子
メ
ー
カ
ー

の
新
興
製
菓
と
み
ど
り
製
菓

が
出
展
し
た
。
大
阪
発
の
ユ

ニ
ー
ク
な
商
品
が
注
目
を
集

め
、
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
が
両

社
の
ブ
ー
ス
を
訪
ね
た
。

◇

両
社
は
昨
年
１１
月
、
大
商

が
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本

店
で
開
い
た
「
第
８
回
大
阪

ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア
」
に
出

展
。
今
回
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

に
は
、
さ
ら
な
る
販
路
拡
大

を
目
指
し
、
大
商
の
支
援
を

受
け
て
出
展
、「
新
し
い
大
阪

銘
菓
の
カ
タ
チ
」
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。新

興
製
菓
は
、
地
元
企
業

と
連
携
し
未
利
用
魚
を
使
っ

た
お
茶
漬
け
ｋ
ｉ
ｔ
を
開

発
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
説
明

文
を
英
語
表
記
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
を
意
識
し
た
商
品

を
用
意
し
た
。
ま
た
、
ぶ
ど

う
山
椒
や
シ
ナ
モ
ン
リ
ー
フ

を
使
っ
た
新
し
い
味
の
あ
ら

れ
も
開
発
し
Ｐ
Ｒ
し
た
。

み
ど
り
製
菓
は
、
大
阪
産

（
も
ん
）
に
認
定
さ
れ
て
い

る
わ
ら
び
�
と
カ
ス
テ
ラ
を

掛
け
合
わ
せ
た
「
み
す
た
ぁ

わ
ら
か
す
」、和
菓
子
と
楽
し

め
る
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
「
大

阪
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
ち
ゃ
」
な

ど
、
食
の
都
・
大
阪
と
し
て

の
美
味
し
さ
と
ダ
ジ
ャ
レ
を

使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ

ン
グ
の
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。新

興
製
菓
の
鳥
居
功
嗣
社

長
は
「
大
規
模
な
展
示
会
だ

っ
た
が
、
昨
年
初
め
て
大
阪

ク
リ
エ
イ
ト
フ
ェ
ア
に
出
展

し
た
経
験
を
活
か
し
、
準
備

も
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
し
た
。
み
ど
り

製
菓
の
翠
大
輔
専
務
は
「
多

く
の
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
阪
ら
し
い

お
土
産
と
し
て
大
変
反
響
が

あ
っ
た
。
空
港
や
お
土
産
店

な
ど
と
複
数
の
商
談
が
進
ん

で
い
る
」
と
手
応
え
を
語
っ

た
。

■
新
興
製
菓

概
要

所
在
地
�
大
阪
府
阪
南
市

代
表
者
�
鳥
居
功
嗣

業
務
内
容
�
米
菓
製
造
販
売

■
み
ど
り
製
菓

概
要

所
在
地
�
大
阪
市
東
住
吉
区

代
表
者
�
翠
紀
雄

業
務
内
容
�
半
生
菓
子
の
製

造
卸
業
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
五
代
友
厚
を
は
じ
め
、
明
治
時
代
以
降
、
大
阪
で
活
躍
し
た
企
業
家
１
０
５
人

の
事
績
と
企
業
家
精
神
を
パ
ネ
ル
と
ゆ
か
り
の
品
で
紹
介
す
る
全
国
で
も
珍
し
い
施
設
。
来
館
者
か
ら
は
、「
関
西
の

名
だ
た
る
企
業
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
創
業
者
の
感
性
や
行
動
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
へ

の
啓
発
に
も
つ
な
が
っ
た
」「
経
営
者
や
起
業
を
目
指
す
者
に
は
必
見
の
施
設
だ
と
思
う
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
４
月
２
日
か
ら
特
別

展
示
「
企
業
家
た
ち
の
珠
玉

の
名
言
と
ゆ
か
り
の
品
」
を

開
催
す
る
。

明
治
時
代
以
降
に
大
阪
・

関
西
で
活
躍
し
た
企
業
家
が

残
し
た
名
言
や
座
右
の
銘
な

ど
、
写
真
左
３
点
を
含
む
総

数
９１
点
を
一
堂
に
展
示
す

る
。
さ
ら
に
、
企
業
家
の
ゆ

か
り
の
品
に
加
え
、
稲
盛
和

夫
氏
（
京
セ
ラ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

創
業
者
）や
安
藤
百
福
氏（
日

清
食
品
創
業
者
）、石
橋
信
夫

氏
（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
創
業

者
）
ら
１９
人
の
企
業
家
の
直

筆
色
紙
も
展
示
す
る
。

偉
大
な
先
達
の
言
葉
は
、

今
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

企
業
経
営
の
本
質
を
指
し
示

し
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に

大
き
な
知
恵
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
。
大
阪
・
関
西
経

済
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
も
い
う
べ
き

「
企
業
家
精
神
」
に
触
れ
る

絶
好
の
機
会
。

会
期
は
７
月
２０
日
ま
で
。

展
示
す
る
名
言
な
ど
の
う

ち
、
８９
点
は
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
発
行
の
「
大
阪
企
業
家
名

言
集
」に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

特別展示する企業家の一例

ギフトショーに出展した新興製菓の鳥居功嗣社長
（右）とみどり製菓の翠大輔専務�２月、東京

大阪企業家ミュージアム

大阪商工会議所創立１２０
周年（１９９８年）を記念し、
２００１年に開設。
【所在地】大阪市中央区本
町１―４―５ 大阪産業創
造館 地下１階【入館料】

会員２００円、一般３００円【開
館時間】午前１０時～午後５
時、入館は閉館３０分前まで
【休館日】日曜、月曜、祝
休日、年末年始、夏期休館
日【問合せ】
�４９６４・７６０１

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
国
内
外
か
ら
の
来
館

者
が
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
用
し
て
展
示
解
説
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
、
新
た

な
音
声
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

今
月
か
ら
導
入
し
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
ア
プ
リ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
不
要
。

来
館
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

の
で
、
操
作
や
衛
生
面
も
安

心
。
合
成
音
声
に
よ
る
多
言

語
（
日
・
英
・
中
・
韓
）
解

説
を
提
供
し
、
大
阪
・
関
西

万
博
で
増
加
が
見
込
ま
れ
る

外
国
人
来
館
者
に
も
対
応
で

き
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
初
代
会
頭

の
五
代
友
厚
が
大
久
保
利
通
や
渋
沢

栄
一
ら
幕
末
・
明
治
の
政
府
や
財
界

人
と
交
わ
し
た
書
簡
や
事
業
に
か
か

わ
る
書
類
な
ど
、
約
６
千
点
を
「
五

代
友
厚
関
係
文
書
」
と
し
て
所
蔵
し

て
い
る
。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
創
立

２０
周
年
を
記
念
し
て
２
０
２
１
年
度

か
ら
、
同
文
書
の
一
部
を
ウ
ェ
ブ
上

に
順
次
公
開
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど

新
た
に
６
点
を
追
加
し
た
。
五
代
友

厚
を
は
じ
め
と
す
る

明
治
期
の
経
済
史
研

究
に
ご
活
用
を
。

保護ねこカフェを運営するポポラ
ス、ヴィーガンコスメを開発
野良猫の保護活動を行う岩下裕加

里氏が、保護猫と里親をマッチング
する場を提供するために開店した
「保護ねこカフェneu。（ネウ）」。谷
町６丁目の
路地裏にあ
る古民家風
のカフェで
は、人慣れ
訓練中の約
３０匹の猫が
出迎える。
動物愛護の
理念により
植物原料の
みを使用し
たヴィーガ
ン料理も人
気で、グー
グルの口コ
ミは１４０件、
４．９点を誇る（２０２４年１月現在）。
運営会社のポポラス（中央区、岩

下裕加里代表）はこのほど、動物実
験を行わず植物由来成分のみを使用
し、ＰＥＴＡ（動物愛護団体）の認
証を取得したコスメを開発。一般向
けに主にネットとカフェで販売する
ほか、理念に共感した事業者などに
卸販売も行い、活動資金に充当した
い考えだ。
お問い合わせはhogoneco.neu@g

mail.comまで。

本場中国から取り寄せた薬膳香辛料
を使った料理で店舗展開

火鍋三田 成都（北区、村井正人代
表、https���www.hinabemita.com）
は２０１８年に本場中国から取り寄せ
た、漢方でも使われる厳選された薬
膳香辛料を使った本格火鍋料理店を
帝国ホテル大阪近くにオープン。そ
の後、東京にも進出した。また、新業
態「薬膳なつめ」を本町、京都に続き
今年２月に京橋に出店。テレビで紹
介されるなど評価は高い。火鍋と言
えば辛いイメージだが、辛くないス
ープもあり、疲労回復・デトックス
などの効果があると言われる薬膳ス
ープに仕上げて、「からだを整える習
慣ディナー」などのメニューもある。
「翌日の目覚めが良かった」「二日酔
いにならなかった」との声も。「今後
も薬膳を通して健康へのお手伝いを
したいという想いでお店を展開して
いきたい」と村井代表は語る。

弊社関連では東洋紡初代社長の
山邊丈夫をはじめ４人の企業家が
展示されており、内定者フォロー
活動で活用しています。
昨年は「創立記念無料ウィーク」

を利用した従業員向け見学会が好
評でした。企業家精神を学べる大
切な場所だと考えています。

創業者・中山太一を展示企業家
として取り上げていただいている
ほか、２０２３年には事績と企業家精
神を特別展示していただきまし
た。社会人として必要な企業家精
神が学べる場所として、弊社の新
入社員研修でも活用させていただ
いております。

新入社員研修の一環で毎年見学
させていただいております。
弊社創業者・市川銀三郎だけで

なく、大阪で活躍した数多くの企
業家の志と挑戦に触れることで、
自覚と自信をもって仕事への第一
歩を踏み出せているようです。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
２
月
２２
日
、
同
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
企
業
家
の
関

連
企
業
担
当
者
と
の
緊
密
な

関
係
構
築
を
目
的
と
し
た
懇

談
会
を
４
年
ぶ
り
に
開
き
、

１０
社
か
ら
１５
人
が
参
加
し

た
。
大
阪
国
際
大
学
国
際
教

養
学
部
の
五
月
女
賢
司
准
教

授
の
「
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
〜
こ
れ
か
ら
の
企
業
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
の
講
演
を
聞
い
た

後
、
来
年
開
催
の
大
阪
・
関

西
万
博
へ
の
各
社
・
施
設
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

展
示
企
業
家
の
関
連
企
業

担
当
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
左

記
の
と
お
り
。

明治５年７月、渋沢栄一が
五代友厚に送った書簡
「銀行創設の状況を報告」

明治１２年１月、五代友厚が
渋沢栄一に送った書簡
「前年開設した大阪株式取
引所が順調に推移、大阪商
法会議所が竣工し、１月１５
日に開業式を迎えると報
告」

ゆかりの企業
担当者ら懇談

音
声
ガ
イ
ド

展示企業家に

企業家１０５人の志と勇気、英知を伝える

ス
マ
ホ
で
簡
便

Ｑ
Ｒ
読
み
取
り

企企
業業
家家
のの
名名
言言
がが
一一
堂堂
にに

９１
点
を
特
別
展
示

４
月
２
日
か
ら

従
業
員
向
け
見
学
会
が
好
評

▼詳細は
こちら

五代友厚関係文書
６点新たに公開

コーポレートコミュニ
ケーション部
広報グループ
三谷 直子さん

東洋紡

新
入
社
員
の
研
修
で
も
活
用

所蔵する五代友厚関係文書
一例

鳥
井
信
治
郎
（
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

佐
伯
勇
（
近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

塩
野
義
三
郎
〔
初
代
〕（
塩
野
義
製
薬
）

大商事業活用企業が大規模見本市に出展

「保護ねこカフェneu。」
店内（写真�）、新開発の
ヴィーガンコスメ（同�）

貴重な薬膳香辛料を使った予防医学
食養生士監修の薬膳鍋コース

大阪発ユニークな菓子にバイヤー注目

新興製菓 みどり製菓

杉山 一美さん

象印マホービン
広報部
まほうびん記念館
館長

クラブコスメチックス

黛 萌々子さん

広報・教育推進室
文化資料室

企
業
家
の
志
に
触
れ
る
好
機
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